
安全に避難するためにできること
　政府の発表では、南海トラフ地震が起こる可能性は今後30年以内に70％～
80％といわれており、記録的な大雨による被害も全国各地で多発しています。
鳥羽市においても、昨年は「避難準備・高齢者等避難開始」を４回発令しまし
た。地震や風水害などの自然災害は、想像を超える力で襲ってくることから、
災害や状況に応じてどこに避難するのかをあらかじめ確認しておき、避難の途
中にケガなどをしないよう、慌てず、注意深く行動しましょう。安全に避難す
るためのポイントを紹介します。

■持ち物は最低限に
　荷物は最低限にして背負い、
両手が使えるようにしましょう。

■事前に準備を
　普段から避難場所までの安全な経路、危険箇所
などを確認しておきましょう。
　家族が離れ離れになったときの連絡方法の確認、
非常持出し品・備蓄品・防災用具の確認、家具の
固定、避難場所やハザードマップの確認など。

■水の深さに注意
　歩行可能な水深は約50cm。
水の流れが早い場合は20cm程
度でも危険です。

■河川や用水路の周辺に近づかない
　大雨によって河川や用水路の水かさが増
し、その周辺にも激しい水の流れができる
ことがあります。
　側溝のフタが外れていることに気付かず、その
まま流されて死亡する事故が発生していることか
ら、大雨で増水しているときは、決して河川や用
水路の周囲に近づかないようにしましょう。

■車は使わない
　渋滞した場合、動くことがで
きません。ほかの避難者や緊急
車両のさまたげにもなります。

■隣近所で声を掛け合って
　風水害のときは、隣近所で声を掛け合っ
て集団で避難しましょう。
　津波からの避難のときは、家族や隣近所
を待たずに１人でで
も高台へ逃げてくだ
さい。
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